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登録リスト（該当：35件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: ハリネズミのスイートポテト]	ハリネズミのスイートポテト	冬休みで実家に帰省した時に大量にあったサツマイモを使って作りました。
キッチンバサミを使って棘を作り、黒胡麻で目をつけています。
可愛くて美味しいです。	2023-02-05
	2	[image: お菓子の歴史（洋菓子輸入時代）]	お菓子の歴史（洋菓子輸入時代）	明治頃に、文明開化が始まり、外国の文化が日本に取り入れられ生活が変化していったが、それは菓子も含まれる。明治10年に洋菓子の輸入が5千円であったが、20年には1万円、30年には2万5千円で、38年には一躍して23万5千円とまで上昇し、短期間で需要がかなり増えた。洋菓子製法技術や洋風食材が導入され、相手先もオランダ、ポルトガルから、イギリス、フランス、アメリカに変化した。
ビスケット、キャンディ、チョコレート、キャラメル、クッキーなどが輸入され、日本での消費が増えると国内生産の方が儲かると考える人が出てきて、製造が始まった。日本で最初に作られた洋菓子は明治8年のビスケットで、東京京橋の風月堂が始めた。明治中期になると森永太一郎が森永製菓会社を作り、ビスケットやドロップス、キャラメルなどの洋菓子生産	2023-01-29
	3	[image: お菓子の歴史（京菓子・上菓子時代）]	お菓子の歴史（京菓子・上菓子時代）	京菓子とは、一般的に京都で作られたお菓子のことをいい、江戸が中心だった江戸時代において、都である京の菓子を地方のものと区別して呼び始めた。
また、京都では宮中や公家、茶寺や茶家に献上する菓子のことを上菓子と呼んでいるが、江戸では駄菓子（雑菓子）の対抗する意味として使われた。当時の菓子司が作るものは、蒸菓子、干菓子、駄菓子（雑菓子）であり、上菓子司の作る雑菓子には、白砂糖が用いられ、品質こそ上菓子であった。安永・天明期になると、和菓子の技巧は江戸独特の個性も加わり、かなり発展している。


守安正 著『お菓子の歴史』,白水社,1965. 国立国会図書館デジタルコレクション https://dl.ndl.go.jp/pid/2507981 (参照 2023-01-28)	2023-01-28
	4	[image: お菓子の歴史（南蛮菓子時代）]	お菓子の歴史（南蛮菓子時代）	室町時代末期、ポルトガル人やスペイン人によって南蛮菓子が渡来した。南蛮菓子は、カステイラ（カステラ）、ボーロ、パン、金平糖、カルメラ、ビスカウト（ビスケット）などがあり、これらの菓子が後世の菓子に非常に大きい影響を与えています。
南蛮菓子は、砂糖の大量輸入と、砂糖菓子の製法を伝えて、無糖時代と有糖時代の間に明確な一線を引いただろう。


守安正 著『お菓子の歴史』,白水社,1965. 国立国会図書館デジタルコレクション https://dl.ndl.go.jp/pid/2507981 (参照 2023-01-27)	2023-01-27
	5	[image: お菓子の歴史（点心時代）]	お菓子の歴史（点心時代）	菓子は一日二回の食事の間に食べる間食用として長く続いていたが、鎌倉時代になると都会では三食制となったため、菓子は嗜好品になり、一般庶民からは縁のないものになった。
そのころ、茶が日本に渡来して、喫茶が流行した。その際に使用する菓子を「点心」と呼ぶ。もともと、点心とは定食と定食との間の小食であり、間食やおやつを意味する。点心には主に羹（あつもの）という汁と、まんじゅう類があり、それぞれ多くの種類がある。これらが和菓子の発展に繋がっていった。


守安正 著『お菓子の歴史』,白水社,1965. 国立国会図書館デジタルコレクション https://dl.ndl.go.jp/pid/2507981 (参照 2023-01-27)	2023-01-27
	6	[image: くるみ生産量一位の長野が作る信州の銘菓　くるみのハーモニー]	くるみ生産量一位の長野が作る信州の銘菓　くるみのハーモニー	引用元：https://www.usagiya-ueda.com/blog

香ばしいビスケットの中に、ミルクキャラメルを絡めたくるみがたっぷりと詰められた人気のお菓子「くるみのハーモニー」。くるみの生産量全国一位の長野県が生んだこのお菓子は、おいしさが人気の理由なのはもちろんのこと、焼き色よく、サイズ感もかわいらしく、見た目も愛されるひとつの理由になっています。

そのパッケージデザインはいたってシンプルに仕上げられています。
お菓子の第一の特徴であるくるみのイラストが表面に印刷されており、あとは商品名が記載されているのみ。
歴史にゆかりある上田の地らしさがにじみ出たデザインだと感じました。商品の包みが和紙のような質感になっていることもこれを助長しているように見えます。	2023-01-27
	7	[image: かわいい見た目に全世代から人気のお菓子　餅屋伝助のウサギ餅]	かわいい見た目に全世代から人気のお菓子　餅屋伝助のウサギ餅	引用元：https://ueda-tabi.com/mochiyadensuke/

ウサギの形に丸めた可愛いお餅の中に、餡が入ったお菓子です。ウサギ餅はカスタードクリーム、カマンベールチーズ、チョコレートの3種類。上品な甘さがあり、ふんわりもちもちな食感、口溶けの良い柔らかなお餅に餡がマッチしていて、どの世代の人からも人気のお土産として愛され続けています。


この商品でのデザイン面を考えるにあたって着目すべきは本体のかわいらしいウサギの形でしょう。
ウサギの顔をデフォルメ化し表現したものや、簡単に耳のみを焼き目としてつけているものなど、昔から変わることなく愛されているこのデザイン。変にモダンチックな凝った仕上がりでなく、このような親しみやすい見た目だからこその愛され度合だと感じました。	2023-01-27
	8	[image: お土産の定番！　信濃路うさぎやのくるみそば]	お土産の定番！　信濃路うさぎやのくるみそば	引用元：https://www.usagiya-ueda.com/

上田お土産の代表格ともいえる、蕎麦粉の皮で餡を包んだ、素朴で美味なお菓子「くるみそば」。
サクッ　ホロッとした風味漂う皮部分に上に乗ったたっぷりのくるみ、中に詰められたネットリ食感の飴・餡、上田市民含め多くの人たちに愛され続けています。


この製品のデザインを見ていったとき一に目につくのは、パッケージの背景として描かれた水彩画調の植物の数々でしょう。原料に自然豊かな地だからこそのそばやくるみを使用しているこの製品らしさが表れているように思います。またタイポグラフィーも習字調で歴史ある製品なのだなということを強く感じさせてくれます。	2023-01-27
	9	[image: 長野伝統のお菓子　みすゞ飴]	長野伝統のお菓子　みすゞ飴	引用元：https://misuzuame.com/sp/ame/

みすゞ飴は、国産果実を寒天・グラニュー糖・水飴で固めた、長野県の伝統的な乾燥ゼリー菓子です。
その歴史は長く、１００年も前から信州上田のちでも愛され続けています。


上田土産の代表格のような存在であるこの製品のデザインは、製品同様オレンジを基調とした色彩豊かなデザインで、また習字調のような少々独特な字体で印刷された商品名は、伝統を重んじ、歴史ある信州地域の名産らしさをある意味表しているようでなんともしっくりくるように感じます。パッケージデザインには製品に使用されている果実も印刷されており、一目見て商品の要素が伝わることも良さの一つでしょう。	2023-01-27
	10	[image: お菓子の歴史（上古時代～唐菓子時代）]	お菓子の歴史（上古時代～唐菓子時代）	日本のお菓子の歴史はとても古く、約2000年前の上古時代といわれている。菓子の名称については色々な説があるが、初めは「古能美（このみ、木の実）」、「久多毛能（くたもの、果物）」であり、現在でいう菓子とは違っている。
現在の菓子は唐菓子時代（奈良朝平安朝初期）に輸入された唐菓子が始まりとされている。


守安正 著『お菓子の歴史』,白水社,1965. 国立国会図書館デジタルコレクション https://dl.ndl.go.jp/pid/2507981 (参照 2023-01-27)	2023-01-27
	11	[image: 桑の葉を上田名物へ（？）]	桑の葉を上田名物へ（？）	養蚕業の名所となった上田ですが、近年は正直見向きもされないような産業です。そこで、上田でよく採れた桑の葉を用いてお茶やお菓子を作り、お土産として売り出そうという動きがあります。「みすゞ飴」などで有名な飯島商店は「桑の葉糖」というお菓子を、上田市観光協会では石鹸を作るなど、自地域の特色を十分に発揮した商品を売り出しています。上田駅などにもあるのでお土産にどうぞ。	2022-12-05
	12	[image: ことぶき商店]	ことぶき商店	上田城のすぐ下にあることぶき商店さん。焼き芋やさつまいもを使ったスイーツを販売している。探索時には名物「蜜いも」を購入。甘くてとても美味しく、また食べに行きたくなる味だった。	2022-10-24
	13	[image: みすず飴食べ比べ]	みすず飴食べ比べ	みすゞ飴本舗 飯島商店 上田本店で購入したみすず飴、みすずあられ、生みすず飴を食べ比べてみました。
お馴染みのみすず飴は、ねちねちとした食感のゼリーと、ぺりぺりしたオブラートの食感が特徴的なゼリー菓子です。果物の甘さが強く、噛んでいくとジャムを食べているような濃厚さがありました。
みすずあられは、みすず飴の半分ほどの大きさで、オブラートが粉状になっているゼリー菓子です。みすず飴よりも食感が柔らかく、あっさりしているため、軽い食べ心地でした。
生みすず飴は、フルーツのフレッシュ感が強く、
表面はツルツルしていました。通常のみすず飴と比べてプルプルしており、果物を食べているようでした。
3つのみすず飴を食べ比べてみて、私が一番好きだと思ったのはみすずあられです。みなさんもみすず飴を食べ	2022-05-10
	14	[image: 二幸商店]	二幸商店	別所温泉駅のすぐ近くにあるお店です。お土産の販売や軽食の提供をしています。信州の地酒や上田にまつわるお菓子などが売られており、ここに来ればきっといいお土産と出会えます。
軽食処はカウンター席と温かみのあるいろり風の席があり、おやきや団子、今の時期はおしるこなども楽しめます。	2022-01-26
	15	[image: ＃りんご県のおみや]	＃りんご県のおみや	りんごの甘酸っぱさと、口当たりの良いバタークリームがおいしい、すっきり食べられるお菓子でｓ。

長野県といえば、全国的にもりんごの産地として有名です。上田もその例外ではありません。

明治七年(1874年)から栽培が始まり、善光寺への参詣客に売っていました。世界恐慌でそれまでの主要産業だった養蚕業が打撃を受けたことをきっかけに、りんご栽培が盛んになりました。当時は味が不評だったため、同じくりんごが特産の青森県を真似て、「紅玉」と「国光」の品種を中心に栽培されるように。

「水はけの良い土地」、「昼夜の気温差」がりんごの生育に適しており、8月～2月にかけてが旬と、おいしく食べられる期間が長いことが特徴。

りんごの名前の初めに「サン」がついているものは、袋をつけないで作られたりんごで、太陽光	2021-11-23
	16	[image: 御菓子つちや(岐阜県)]	御菓子つちや(岐阜県)	岐阜県大垣市にあるお菓子の老舗です。岐阜のお土産として有名な鮎菓子や柿羊羹などを取り扱うほか、みずのいろという綺麗で繊細なお菓子もあります。また、夏には水まんじゅうや、手土産としておゞ垣も人気があります。店舗だけでなくインターネットでも購入できるので、是非一度いかがですか。	2021-05-06
	17	[image: 島屋菓子舗]	島屋菓子舗	別所温泉、北向観音裏参道にある和菓子の専門店「島屋菓子舗」。

季節のお菓子を中心に、自家製オリジナル製の商品の製造販売を行っています。

一個から厄除饅頭を買うことができるお饅頭屋さん。
どら焼きやバターどら焼き、黒胡麻クルミ餅なども購入可能。

別所温泉には島屋菓子舗以外にも、鹿教湯温泉中程に位置する「塩川菓子舗」さんや「手塚屋製菓舗」などの和菓子屋さんで、厄除饅頭を販売しています。
別所温泉で厄除饅頭のお気に入りのお店を見つけることもできそう。

お土産や小腹の空いたときにおすすめだと思いました。	2021-05-05
	18	[image: 自然と暮らす喫茶　hanatoki]	自然と暮らす喫茶　hanatoki	2020年12月に別所温泉にオープンしたカフェと雑誌のお店「hanatoki」。

パンとお菓子のお店「marufugi」さんの店舗を借りて営業中だそうです。
「自然と暮らす喫茶」というお店の名前がぴったりなお洒落なカフェ。

古民家を改築したカフェを営業中で、深煎りコーヒーやブレンドコーヒーの他にプリンやベイクドチーズケーキなどのデザートも食べられます。
マフィンや焼き菓子をテイクアウトすることも可能。

お子さん連れのお客さんもいらっしゃいました。
コーヒー以外にもカフェオレ、リンゴジュース、シロップジュースなどがありお子様も気軽に来られるカフェ。	2021-05-05
	19	[image: 道祖神]	道祖神	道祖神の祠は、山口地区のいくつかの場所にあります。

ここの場所は、道祖神の日、奥の神社らしきところの扉が開きます。子供たちは、その中に座って道祖神の日を楽しみます。

お菓子や甘茶、豚汁などがあったりします。	2021-05-05
	20	[image: 道祖神]	道祖神	長野県上田市上田 山口地区には、道祖神という地区の行事があります。
「道祖神」と書かれている石の前に小屋などを一時的に建て、そこでお賽銭箱とお札を用意します。訪れて、お賽銭箱にお金を入れてくれた人に、お札をあげます。子供には、お札とお菓子をあげます。

お札は、小学生の手作りです。	2021-05-05
	21	[image: くるみそば（和菓子）]	くるみそば（和菓子）	くるみそばは、長野県上田市国分にある株式会社信濃路うさぎやで販売されている和菓子である。
信濃路うさぎやは昭和27年創業であり、創業時より代表銘菓として販売され県内外問わず多くの人に親しまれている。
うさぎや独自製法の白あんをそば粉で作った皮で包みくるみをまぶして作られたお茶請けとしてよく食べられるお菓子である。そば粉を使用しているため香り豊かでありお茶だけでなく紅茶やコーヒーにも合うそうだ。

参照資料:
信濃路うさぎやHP	2021-01-27
	22	[image: 石窯パン　ハルの黄な粉のお菓子　]	石窯パン　ハルの黄な粉のお菓子　	海野町商店街の一角にあるパン屋ハルで購入したお菓子。ハルでは長野県産の小麦を100％使用した自家製パンを味わうことができる。
黄な粉の味とクッキーのような食感が相まっておいしかった。手ごろな価格で購入しやすいと感じた。	2020-11-16
	23	[image: エトワール]	エトワール	鳩車サブレが有名の洋菓子店です。ケーキがショーケースに並んでいたり、くるみを使ったお菓子がたくさんあります。季節ごとに違う味を味わえるのが魅力的でした。	2020-11-04
	24	[image: みすゞ飴本舗]	みすゞ飴本舗	レトロな感じ？があって内装がとても凝っていた。
噂のみすゞ飴はとてもきれいなお菓子だった。	2020-11-03
	25	[image: ようこそ上田！　みすず飴を使った冷たいスイーツ作り]	ようこそ上田！　みすず飴を使った冷たいスイーツ作り	

上田市名物のみすず飴を使ったスイーツを作ってみました。
レシピは自己流ですので、どんどんアレンジしてみてください！
みすず飴はこちらから購入できます。
https://www.misuzuame.net/	2020-07-20
	26	[image: 別所線沿線調査・寺下]	別所線沿線調査・寺下	寺下駅の近くにあるご当地スーパー「TSURUYA」さん。

長野県民にはおなじみかもしれませんが、県外民から見たら魅力がたくさんあります！
私が初めて訪れたときは通路の広さにびっくりしました。

それに加えプライベートブランドの豊富さ！
ジャムやドライフルーツ、レトルト食品やお菓子まで、様々なものがあり、TSURUYAさんのこだわりの詰まった商品になっています。

もとはお魚屋さんだそうで、新鮮な魚介類を扱っています。（海なし県では貴重！）

外観もシンプルで落ち着くグリーンを基調としていて和みます。

寺下駅から徒歩5分ほどで、お隣には洋服屋「パシオス」さんと100均「セリア」さんもあるので、ここにくれば何でもそろっちゃうかも！

県外のお友達にもぜひ紹介してみてほしい！	2020-06-28
	27	[image: Co・LABO shop 柳町屋]	Co・LABO shop 柳町屋	柳町通りのほぼ真ん中にある、上田ブランド研究所のラボショップです。信州上田産の産地ブランドりんご「真田REDアップル」を使ったりんごスイーツを開発・販売しています。

「真田REDアップル」とは、信州上田産のりんごのご当地ブランド化を図るために立ち上げられた商品名です。JA信州うえだ管内で収穫された林檎が対象で、直販はもちろん、お菓子などに形を変えて信州上田のりんごの美味しさをPRしています。

お休み処としても開放されており、買い物の合間や散策の休憩にも利用できます。築150年ほどの古民家で、お洒落でありつつも落ち着ける空間です。

みなさんも是非行ってみてください！	2020-06-23
	28	[image: 御旅所社に至る道⑤]	御旅所社に至る道⑤	帰り道に見つけたのでよってきました！モンテリアというお店です！
大学の先輩方が行った方がいいよと仰っていて、ずっと気になってた所なので、行けて良かったです！
私はラムレーズンとココナッツミルクのジェラートを食べました。とても美味しかったです…！！
ここではジェラート以外にもバームクーヘンなどのお菓子もあったので、今度来る時は他の商品も買ってみようかと思います！	2020-06-20
	29	[image: 沖縄PARCO]	沖縄PARCO	これは沖縄PARCOの一回のフードコートから見える景色です。
テラス席もあり沖縄の風を感じながら、海を眺めながら食事を楽しむことができます。
空港からも遠くないので観光の際には是非やってみてほしいです。
沖縄のお菓子などもたくさん売っていてお土産を買うのにも最適です！	2020-06-15
	30	[image: 豊上モンテリア]	豊上モンテリア	低温殺菌牛乳を使用した手作りジェラートが食べられる豊上製菓の直営店です。日替わりで味が変わるので、いろんな味のジェラートを楽しむことができます。値段も安く、ボリューム満点です！！ジェラートだけではなく、手作りのお菓子も買うことができます。最近、InstagramやFacebookを始めたそうです！その日にせているジェラートの味や、アウトレット（賞味期限が近くなった商品が半額で購入できる）の情報などが載っているので、フォローしてみるのもいいかもしれません(⌒∇⌒)	2020-05-26
	31	[image: ツルヤ]	ツルヤ	長野県ならではのスーパー。
独自商品の開発なども行われている。	2020-05-26
	32	[image: 最寄りの薬局]	最寄りの薬局	いつも使っている、アイスが安い	2020-05-26
	33	[image: 曇りの日の浦町公園]	曇りの日の浦町公園	平日の午後には子供で賑わいます。元々付近には駄菓子屋があり、買ったお菓子をここで食べている人もいました。当たりが出るとまたお店まで往復するのも楽しかったです。	2020-05-26
	34	[image: みすゞ飴本舗]	みすゞ飴本舗	大正13年に設立された上田本店は、国登録有形文化財に指定されています。
信州の高原でとれる旬の果物の味を生かしたゼリー菓子や、無添加の四季のジャムなど、おいしくてユニークな加工品を販売しています。
上田駅のすぐ前にあり、内外とも魅力的な建物で、一見の価値があります。	2020-05-26
	35	[image: DELiCiA デリシア]	DELiCiA デリシア	地域住民の食料を支えるスーパー「デリシア」。
現在多くの店が自粛をしている中、住民のために、お店を開けていることに感謝をしたいと思います。	2020-05-25
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